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このメンバーで
がんばっています。

いつでも
御相談ください。

緊急依頼に緊急依頼に
対応しています。対応しています。
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　だんだんと暑くなってまいりました。 皆さまお元気でお過ごしでしょうか？ 

　4月から独協医科大学出身の加藤昂先生が、新たに心臓血管外科の一員として加わりました。新年度

がスタートして 3ヶ月が経ち、ようやく当院の体制に慣れてきたように思います。

　今回は、2016年上半期の手術症例をまとめました。昨年に比べ手術症例は増加しておりますが、最

近の特徴として高齢者大動脈弁狭窄症の患者さんの増加が目立ちます。上半期も 27 名の方が大動脈弁

狭窄症にて手術を受けられました。そのうち 4 割が 80歳代の患者さんでしたが、全例お元気にされて

おります。

　

　今後も当科での活動内容や、最近の心臓血管外科トピックスを定期的にご報告させていただくとと

もに、循環器内科、心臓血管外科一丸となって皆様のご要望に迅速・確実に応えられるよう取り組ん

で参りますので、よろしくお願いします。

埼玉石心会病院　心臓血管外科　部長

加藤泰之

来年秋の新病院
完成図です。
450 床に増床予定です。

社会医療法人財団　石 心 会

新任のご挨拶

〈平成23年　独協医科大学卒業〉

初めまして、加藤です。2016年
4 月より当院へ着任しました。
当院は緊急症例をほとんど全て
受け入れることができます。
また定期手術でも質の高い医療
を提供できますよう誠心誠意努
める決意です。
どうか皆さまの温かいご支援を
お願い申し上げます。

加藤 昂 先生
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その他開心術 胸部ステントグラフト
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　77 歳の女性の患者さんです。以前に急性大動脈解離に

て手術を受けていただきました。弓部大動脈にエントリー

がみられたため、本来は上行弓部大動脈置換術が必要で

したが、喘息などの既往があり high risk 症例であったた

　2016 年上半期の胸部心臓大血管治療総数は 141 件でし

た（開心術 120 件、胸部大動脈ステントグラフト 21 件）。

緊急手術は 48 件で 34%を占め、予定手術の手術死亡率

は 2.2%（2/93）、すべての緊急手術を含めた手術死亡率は

5.7%（8/141）でした。

　虚血性心疾患に対する手術は 40 件でした（重複含む）。

2月には 92 歳の女性の方が不安定狭心症、心不全で入院

されました。92 歳ですが、入院前はお元気にされていた

とのことでした。精査にて重症の 3枝冠動脈病変であり、

治療法について循環器内科Dr やご家族とも相談し、左前

胸部小切開下に左内胸動脈－左前下行枝の 1枝バイパス

を行い、その他の病変に対してはカテーテル治療を行う

低侵襲ハイブリッド治療を行いました。術後元気に回復

され、ご家族もびっくりされていました。

　弁膜症手術は 60 件（重複含む）でしたが、冒頭で報告

しましたように、ご高齢の大動脈弁狭窄症の患者さんの

増加が目立ちました。比較的若年の大動脈弁閉鎖不全症

の患者さんには、できるだけ自己弁を温存する大動脈弁

形成術を行っています。この上半期には 6人の患者さん

がこの手術を受けられましたが、みなさんワーファリン

も不要で元気にされておられます。弁形成術はとくに感

染性心内膜炎の患者さんには有利であり、積極的に行っ

ています。逸脱や弁輪拡大に伴う僧帽弁閉鎖不全症の患

　上半期の下肢静脈瘤手術を除いた末梢血管手術総数は

46 件でした（動脈瘤破裂などの緊急手術は 14 件）。

　このうち腹部ステントグラフトは 13 件でした。待機手

術では手術死亡はなく、すべての緊急手術を含めた死亡

率は 2.2%（1/46）と良好な治療成績でした。

完全内臓逆位の急性
A型大動脈解離に対し、
上行弓部大動脈置換術
を施行した一例

　2016 年 5月に、東京のお台場で行われた『第 44

回　日本血管外科学会総会』で山田宗明先生が発表

致しました。タイトルは以下のとおりですが、非

常に珍しい症例です。

　今後も学会活動などの報告をしていきたいと思

います。

自己心膜

　59 歳の男性の患者さんです。大動脈弁、僧帽弁に疣贅の付着がみられ、大動脈弁の穿孔もみられました。

　術前脳出血を合併しており、機械弁使用は困難でした。

　自己心膜にて大動脈弁の各弁尖を形成し、僧帽弁も形成しています。

　術後ワーファリン不要で逆流も消失し経過良好です。

者さんは全例で弁形成術を行い経過良好でした。

胸部大血管手術は 59 件でした（重複含む）。このうち約

半数の 29 件が急性大動脈解離などの緊急手術でしたが、

手術死亡は緊急手術の 3例のみで、緊急手術を含めた手

術死亡率は 5.1% (3/59) と良好な治療成績でした。

め、手術は上行弓部部分大動脈置換にとどめました。術

後弓部大動脈が急速拡大し、ステントグラフト治療を受

けていただきました。術後弓部大動脈瘤は消失し経過良

好で患者さんは現在元気にされています。

2016 年上半期の治療実績　　胸部心臓大血管 最近の心臓血管外科手術のご紹介

感染性心内膜炎に対する大動脈弁　　および僧帽弁形成術

急性大動脈解離に対するハイブリッド治療（人工血管置換術＋胸部大動脈ステントグラフト）
2016 年上半期の治療実績　　腹部末梢血管

上行弓部部分大動脈置換後発症時 ステントグラフト治療後
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